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違いを論じる。即ち Xri 型・XN 型・XQ 型の 3 種類のオノマトペの(超)強調形派生で新た
に添加されるμ(モーラ)3の位置に注目し、前後どちらの音節を重くするのが無標の形であ
るのかを分析する。その結果、開音節終わりの Xri 型は前の音節を重くする HL 連鎖が無










Ⅰ類 CVCVri〔きらり〕 Ⅱ類－① CV(Q)CVri〔ごっそり〕② CVQCVri〔うっかり〕 
Ⅲ類－① CV(N)CVri〔じんわり〕② CVNCVri〔こんがり〕 
 














3 本稿で用いる記号は以下の通り。C=子音(または子音＋半母音) V=母音 Q=促音 N=撥音 R=長音 
L(Light)= 軽音節/1 モーラ音節 H(Heavy)=重音節/2 モーラ音節 SH(Super Heavy)＝超重音節/3 モーラ音節 
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Ⅰ類 CVCVN〔かつん〕Ⅱ類－① CV(Q)CVN〔かっくん〕② CVQCVN ぞっこん〕 
Ⅳ類－① CVCV(R)N〔がらーん〕② CVCVRN〔うわーん〕 
 




  Ⅰ類 CVCVQ〔からっ〕Ⅳ類－① CVCV(R)Q〔くらーっ〕② CVCVRQ〔たたーっ〕 








(1) 有標性条件 [音節連鎖] 
    (有標) LH ＞ HL (無標) 
(2) 有標性条件 [音配列]  
    (有標) 促音＋有声子音 ＞ 促音＋無声子音 (無標) 














                                                        
5 例えば、「かっ(と)」を例に挙げると「かっ」→「かーっ」になり、これを記号化すると、/k/ /a/ (Q) → /k/ 
/a/ (R) (Q)になる。即ち、重音節(H)から超重音節(SH)への派生であり、ここでは 1 音節しか存在しないた
め音節連鎖は存在しない。 
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スとして用いた。その中に Xri 型オノマトペは 285 語、XN 型オノマトペは 177 語存在す
る。本調査での調査語彙は、調査基準を合わせる為、Xri 型オノマトペ・XN 型オノマトペ
の中から、2 音節語基で既に第 2 モーラに促音の入った(但し促音は取り外しがきくもの)
音韻形態のものを用いた6。即ち「CV(Q)CVri」(Xri 型Ⅱ類－①)38 語と「CV(Q)CVN」(XN
型Ⅱ類－①)21 語である。ここで、既に第 2 モーラに促音が挿入されているものを調査語
彙にしたのは、CVCVri/N からの派生では、様々な接辞により必要以上に多様な派生がで
きてしまう可能性があり、重音節の置き方にはっきりした傾向がみられないと考えた為で
ある。更にその中から、Xri 型・XN 型で語基を同じくするオノマトペ全 11 ペア中 3 ペア
と、Xri 型・XN 型それぞれにしかその語基が現れないもの(Xri 型 10 語・XN 型 8 語)の中
から 2 語ずつ、計 10 語を調査した。また、その 10 語を選ぶ際は、音配列に偏りがないよ
う、十分に配慮した。具体的な調査語彙は以下の通り。 
 
表 1 調査語彙 
Xri 型 がっくり ぷっつり ぺったり ぐっしょり のっそり 
XN 型 がっくん ぷっつん ぺったん ごっつん すってん 
 
 
                                                        









選択肢には、第 2 モーラに長音を挿入する CVRQCVri/N（がーっくり、がーっくん、など）




 提示文     「がっくり肩を落とす。」 























がっくり 118 5 34
ぷっつり 80 16 61
ぺったり 90 25 42
ぐっしょり 120 14 23
のっそり 124 24 9
①CVRQCVri ②CVQCVRri ×
 
グラフ 1：Xri 型オノマトペ 
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がっくん 15 111 31
ぷっつん 12 124 21
ぺったん 19 94 44
ごっつん 10 133 14
すってん 9 141 7
③CVRQCVN ④CVQCVRN ×
 
グラフ 2 XN 型オノマトペ 
 
4. 考察 













 (4) ①CVQCVri → CVRQCVri 
σ          σ     σ                 σ          σ    σ 
 
μ  μ      μ     μ                   μ μ μ     μ     μ 
      
    C V (Q) C V /r/  /i/                     C  V  (R)  (Q)   C   V   /r/   /i/  
                        SH     L 
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    ②CVQCVri → CVQCVRri 
σ          σ     σ                 σ        σ          σ 
 
μ  μ      μ     μ                   μ μ     μ  μ      μ 
      
    C V (Q) C V /r/  /i/                     C  V  (Q)   C  V  (R)   /r/   /i/  





おいて第 2 音節より第 1 音節に重い音節が置かれている。その韻律的重さの差は以下の通
りである。 
(5）ぴっかぴか 
第 1 音節(2μ) － 第 2 音節(1μ) ＝ 1μ 
(6) がーっくり 
  第 1 音節(3μ) － 第 2 音節(1μ) ＝ 2μ 
 cf. がっくり 



















たのに対し、④は今回調査した XN 型オノマトペのうち 5 例中 4 例において 100 人以上が 
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(7) ③CVQCVN → CVRQCVN 
σ          σ                        σ           σ 
 
μ  μ      μ    μ                    μ μ μ       μ   μ 
      
    C V (Q) C V     (N)                     C  V  (R)  (Q)    C    V     (N) 
                                               SH             H 
(8) ④CVQCVN → CVQCVRN 
σ          σ                        σ        σ 
 
μ  μ      μ     μ                   μ μ      μ  μ  μ 
      
    C V (Q) C V     (N)                    C  V  (Q)    C  V  (R)   (N)  
                                              H           SH 
超強調形の派生前の音節構造を見てみると、重音節が二つ並ぶ、H-H という音節連鎖に
なっている。ここで、那須(1999)に挙げられていた有標性条件、即ち HL 連鎖を考慮すると、





そもそも XN 型の場合、以下に示したとおり、強調する以前の語形の段階で L-H の音節
連鎖をとっている。 
(9) CVCVN                          cf. CVCVri 
σ         σ                       σ      σ      σ        
 
μ         μ   μ                        μ      μ     μ      
      
    C V     C  V  (N)                          C   V    C  V     /r/   /i/  
         L         H                           L        L 
 このことより、XN 型オノマトペでは HL 連鎖ではなく、LH 連鎖が無標の形なのではな
いかと考えられる。つまり XN 型オノマトペにおいては、那須(1999)で論じられた有標性
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(10) 有標性条件 [音節連鎖] 
     (有標) HL ＞ LH (無標) 
 
4.3. XQ 型オノマトペ(CVCVQ)の強調形派生の強調形派生のプロセス 
Xri 型と XN 型の音韻形態上の大きな違いに、最後の音節が開音節か閉音節かという点
が挙げられる。そこで、閉音節終わりのオノマトペにおいて(10)で示した音節連鎖の有標
性条件が成立するのではないかという仮説を立て、ここでは XN 型と同じく閉音節終わり
のオノマトペである XQ 型オノマトペの派生プロセスに注目する。 
(11)  もやっ → もやーっ 
               σ   σ                                          σ       σ                 
 
               μ     μ  μ                       μ        μ  μ μ    
 
/m/  /o/  /j/  /a/  (Q)                                 /m/  /o/   /j/   /a/ (R) (Q)   
                                            L         SH 
                cf. *もーやっ 
                                                         σ           σ           
 
μ  μ      μ μ    
 
/m/  /o/  (R)    /j/  /a/  (Q)  
                                                     H          H 
 XQ 型の「もやっ(と)」を例にして図式化すると、(11)のようになる。理論的には、強調







 本稿では、Xri 型・XN 型・XQ 型の 3 種類のオノマトペの(超)強調形派生における音節
連鎖の有標性条件について考察した。これらの考察結果をまとめたものが表 2 である。 
表 2 Xri 型・XN 型・XQ 型オノマトペの有標性条件 
音節 型 派生(派生前の音韻形態) 派生後の音韻形態 例 音節連鎖 音節連鎖の種類 
開 Xri 型 超強調形派生(CVQCVri) CVRQCVri がーっくり SH-L-L HL 連鎖 
閉 XN 型 超強調形(CVQCVN) CVQCVRN  がっくーん H-SH  LH 連鎖 
XQ 型 強調形派生(CVCVQ) CVCVRQ もやーっ L-SH LH 連鎖 
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 このことから、開音節終わりの Xri 型は HL 連鎖が無標の形であり、閉音節終わりの XN
型及び XQ 型は「LH 連鎖」が無標の形であると言える。 
またこれまでに、Xri 型・XN 型・XQ 型オノマトペの全ての派生を考察した結果、殆ど
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